
■新患は、月から金曜の午前です。歯科用ＣＴ撮影は、月、火、水、金曜の午後です。
■患者さんの待ち時間短縮のため、当院地域医療連携センターをご活用ください。

　口腔診断科が担当する画像診断及び検査診断は、全身との連関を判断
する上で必要不可欠なツ－ルです。最新の機器とハイレベルの技術を駆
使して的確な画像検査を行い、育成された専門医が医科診療部門と連携
しながら画像診断を行っています。さらに、血液検査、尿検査、細菌検査、
生理検査などの全身検索に立脚した口腔疾患の総合的診断を担っており、
特に当科のドライマウスや味覚障害に関する診断と治療はマスコミ等で数
多く報道され、歯科のみならず医科からの県外を含む紹介患者が急増し
ています。

　口腔診断科では、１）外来診療と２）画像診断を業務として行っています。
１）外来診療は、①新来患者さんに対する初期診断およびプライマリーケ
ア、②口腔内科的診断と治療を主に行っています。（口腔診断学会指導医
4名、認定医４名、口腔顔面痛学会専門医２名）
２）画像診断は、超音波、CT、MRI、PET、シンチグラフィなどの画像
診断を行い、画像読影レポートを作成しています。また、顎骨のCT画像
をもとに、インプラント埋入シミュレーションも行っています。（歯科放射
線学会指導医1名、専門医6名、認定医3名）

　口腔診断科は、院内・院外からの新来患者の紹介窓口として機能して
います。口腔に生じる様々な疾患に対して、医療面接、臨床所見、検査
所見をもとに的確な診断を行い、必要に応じ、医科および歯科の専門診
療科に患者さんを紹介するとともに、院内・院外と連携した最適な診療に
努めております。特に「全身との連関を常に考慮し、口腔疾患の診断を確
実に行う」ことを基本理念としています。なぜなら、口腔には約220種類
もの疾患が生じると言われており、これらの疾患の多くは口腔そのものに
原因がありますが、時に全身疾患の部分症状や随伴症状が口腔に現れる
場合があるからです。例えば、白血病による歯肉出血、悪性リンパ腫に
よる歯肉潰瘍、悪性貧血による味覚障害、シェ－グレン症候群による口腔
乾燥症状、脳腫瘍による歯痛や咬合異常、癌の転移による顎関節症状な
どがあげられます。さらに現在、我が国では超高齢化に伴い、口腔粘膜
に障害をもつ高齢者が急増しています。口腔粘膜の障害は、口内炎、口
腔粘膜疾患、ドライマウス、味覚障害として現れ、患者さんのQOLを著
しく損ねます。しかしながら我が国では、これらの疾患を的確に診断でき
る、いわゆる口腔内科的専門医は少ない現状にあります。さらに、近年の
画像診断装置の進歩は目を見張るものがあり、全身および口腔疾患に対
する適切な画像診断を行うためには高い専門的知識が要求されています。
そこで当科では、口腔内科学ならびに歯科放射線学を包括する口腔診断
学を体系化し、他の医療機関（大学病院）にはない当院のオリジナルブラ
ンドとして、全人的な見地から口腔を包括的に診断・治療を行っています。

症例カンファレンス風景 インプラントシミュレーション画像 ＣＴと歯の模型とのマッチング画像

●歯痛　●舌痛症　●口腔粘膜疾患　●味覚障害　●ドライマウス（口腔乾燥症）

外来　外来診療棟Ｃ 4F 連絡先　022-717-8391（外来）

口腔診断科
口腔維持系診療科

科長
髙橋 哲 兼担教授
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得意分野

診療体制診療内容

主な対象疾患
●歯ならびや咬み合わせの異常（一般の不正咬合）
●顎のかたちの異常による歯ならびや咬み合わせの異常（顎変形症）　

科長
溝口 到 教授

外来　外来診療棟Ｃ 3F 連絡先　022-717-8376（外来）
ホームページ　http://www.hosp.tohoku.ac.jp/departments/d2103/

矯正歯科
口腔育成系診療科

　当科では、歯科矯正用アンカースクリューを取り入れ、その技術の開発、
改良を行い、様々な使用法を確立いたしました。歯科矯正用アンカースク
リューを固定源に用いることで従来の矯正歯科治療では困難であった方向
や量の歯の移動が可能となり治療期間の短縮や難症例の矯正歯科治療が
可能になりました。平成26年度より保険適用が承認され、顎変形症や様々
な症候群の患者さんへの使用も可能となり、適応症例はさらに拡大しまし
た。特に顎外固定装置に対して協力が期待できない場合や、外科的矯正
治療あるいは抜歯などを避けたい症例、多数歯欠損や歯周疾患があり十
分な固定源の得られない症例などに有用であります。

　当科での診療は、日本矯正歯科学会認定の指導医、認定医および臨床
指導医を中心として総勢約40名で充実した診療を行っております。当科
では、通常診療は、平日（月～金）の全日、初診相談は、平日（月～金）の
午前に行っております。矯正検査および診断は、水曜日午前および金曜
日午後に行っております。咀嚼筋筋電図検査、咬合力検査、顎運動検査、
咀嚼能力検査は、月、火、木、金に行い、それらの結果を事前にカンファ
レンスを行い、診断を行っております。咀嚼筋筋電図検査、咬合力検査、
顎運動検査、咀嚼能力検査ならびに言語治療などは、同一フロアで行い
より迅速な医療の提供ができます。

　矯正歯科は、自費診療である一般矯正歯科治療に加えて、顎の外科手
術を要する顎変形症の矯正歯科治療が保険適用される科です。当科では、
一般的な不正咬合、顎変形症による不正咬合など乳歯列の小児期から永
久歯列の成人、高齢者に至るすべての年齢層における不正咬合に対して、
患者さんの視点に立ち、満足の得られるように、矯正歯科治療を行ってい
ます。また、様々な最先端の治療技術を用いて侵襲性の少ない治療を提
供しています。特に最先端の矯正歯科治療の一つとして歯科矯正用アン
カースクリューを用いた矯正歯科治療を積極的に行っております。さらに、
高度な技術を必要とする表からは見えない矯正歯科治療（舌側ブラケッ
ト矯正）も積極的に行っています。顎口腔機能異常に対しても、ナソヘキ
サグラフ、筋電図などの顎機能検査を取り入れ形態と機能との調和を考
慮した治療を行っております。現在、問題視されている睡眠時無呼吸症
（SAS）に対しても留意した治療を行っています。他にも、包括的歯科治
療として他科の先生方や地域医療に携わる先生方との連携を図り咬合管
理、外科的矯正治療、歯周-矯正歯科治療、補綴前矯正歯科治療なども行っ
ております。

見えない矯正歯科治療
（舌側ブラケット矯正）

歯科矯正用アンカースクリューを
利用した矯正歯科治療スタッフ集合写真

■新患日は月～金曜日の午前中となっております。
■お電話（当科外来022-717-8376）、当院地域医療連携センターのいずれによる予約も可能となっており、院内紹介も随時、受け付けております。
■ご紹介の際に紹介状があることが望ましいです。
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